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崩落予想 21 個所、橋梁損傷 6個所の合計 53 個所
である。大規模崩落 11 個所の被災場所、徳田大
津 IC からの距離、被災状況を表-3に示す。写真-4







表-4に 4月 5 日現在の建物被害数を人的被害と
ともに示す。全壊数が 400 棟を超え、倒壊家屋
も多く見られたが、倒壊家屋による犠牲者は皆





穴水 IC間 42.8kmと能越自動車道 4.8kmで大きな
写真-4 能登有料道路 6.3km 地点の盛土崩落









































写真-3 液状化地盤の側方流動により水路幅が約 40cm 減少する
（七尾市大田町）


























表-4 人的被害および建物被害（4 月 5 日現在、石川県）
写真-7 倒壊した木造住宅（輪島市門前町道下）
輪　島　市
穴　水　町
志　賀　町
七　尾　市
珠　洲　市
羽　咋　市
その他市町村
計
死 者
1,111
1,111
重傷者
1,111
1,114
1,117
1,113
1,125
軽傷者
1,180
1,139
1,111
1,107
1,113
1,111
1,112
1,253
全 壊
1,361
1,116
1,113
1,120
1,116
1,406
半 壊
1,429
1,123
1,139
1,113
1,112
1,117
1,513
一部損壊
2,904
1,185
1,493
1,651
1,121
1,142
1,150
4,346
非住家被害
1,657
1,127
1,198
1,160
1,118
1,116
1,170
1,936
人的被害（人）
市町村
住宅被害（棟）
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【速報】2007年能登半島地震の被害状況 
